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資源が循環する社会の創造

令和４年度における活動実績・成果の概要

わが国は資源に恵まれなく、ある特定の資源においては、その確保にも深刻なリスクを抱
えている。このリスク解消のためには、資源確保や特定資源への依存度を低減させる技術の
開発が切望されているとともに、資源開発からリサイクルまでのマテリアルフローを考えた
サプライチェーンの構築が必要である。
東北⼤学レアメタル・グリーンイノベーション研究開発センター（RaMGI）では、「附属レ

アメタル含有放射性物質取扱研究施設」、「レアメタル⼀次資源部⾨」、「レアメタル再⽣
部⾨」を設置して資源確保やリサイクルに関係した研究を推進するだけでなく、「レアメタ
ル低減・代替材料開発部⾨」や「クリーンエネルギー関連デバイス部⾨」を設置して、⾃動
⾞・航空機の電動化や洋上⾵⼒発電に関係する⾼性能永久磁⽯や⾼効率モータの開発、半導
体分野ではGaN、SiCに関係する⾼効率エネルギー転換に求められる低損失パワーエレクトロ
ニクス技術の開発等、地球環境やエネルギー循環に資する研究も産学連携で展開してきた。
これらの産官学共同研究をさらに継続かつ推進していくためには、多くの異分野研究者に

よる連携を促進し、また、将来の事業や研究の担い⼿である若⼿研究者の育成が重要である
ことから、RaMGIでは産学官の異分野研究者が集う場としてフォーラムを開催する。

■下記の要領で左図に⽰す８回フォーラムを実施した。
【１．フォーラムの趣旨】

2020年10⽉、我が国は「2050年カーボンニュートラル」を宣⾔し、2050年までに温室効果
ガスの排出を全体としてゼロにする⽬標を掲げている。また、RaMGIでは上述したようにこれ
に関係した材料やデバイスの開発を産官学で推進してきた。
さらに東北⼤学は本年４⽉１⽇に、持続可能で⾃然災害及び感染症等のあらゆる災害にレ

ジリエントなグリーン未来社会の実現に寄与することを⽬的に「グリーン未来創造機構」を
設置し、カーボンニュートラルの実現を⽬指してロードマップを策定するなど、持続可能な
グリーンキャンパスの整備を推進している。
このような状況を踏まえ、今回のフォーラムでは、これまでの資源循環に加え、カーボン

ニュートラルに焦点をあてた内容を展開する。

【２．第８回フォーラムの特徴】

【３．参加者数】 85名
【４．研究内容の詳細】 次ページ以降に記載の通り。
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【１．取組全体と⽬的】
 我が国の資源リスク解消のため、産官学共同研究により図１に⽰す資源確保と
特有資源依存度低減技術の開発を実施する。

 新型コロナウイルス感染症の世界的な流⾏によって、物資のサプライチェーン
の⼨断リスクが顕在化した。資源開発からリサイクルまでのマテリアルフロー
を考えたサプライチェーンの強靭化とその構築に寄与する。

【２．連携内容】
 東北⼤学の実績と先駆的設備（⽇本の⼤学では唯⼀の放射性物質取扱施設な
ど）を利⽤する。

 レアメタル・グリーンイノベーション研究開発センター（RaMGI）（平成22年度
経済産業省技術の橋渡し事業の⽀援を受け設⽴）が中核となり推進。

 図２のような⾃治体や産業界と連携するとともにコンソーシアムも構築する。
（連携機関7機関（2022年度実績））

 アンダーワンルーフ構想のもと RaMGIの中⼼的研究施設であるレアメタル総合
棟にて分野融合型産官学共同研究を戦略的に展開する。（⼊居企業11社（2022
年度実績））

【３．客観的効果】
 関連基幹産業の発展や新規産業の創出を促し、我が国の競争⼒を強化する。
 産業におけるエネルギーの有効利⽤を実現して、グリーンイノベーションを加
速する。

 得られた知⾒を、他の資源にも適⽤させて資源が循環する持続可能な社会の実
現に貢献する。

 産官学共同研究による広い視野と企業マインドをもった研究者の育成。

■組織・プロジェクトの概要
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【１．社会的課題やニーズ対応のインパクト・影響の⼤きさ】
１）社会的課題やニーズ
 新型コロナウイルス感染症の世界的な流⾏によって、⼈々の健康・経済活動に重要な物資のサプラ
イチェーンの⼨断リスクが顕在化した。予期せぬ危機に際して部素材の供給途絶リスクを解消する
ためにはサプライチェーンの強靭化に資する技術開発等が必要である。

 ⼈間の経済社会活動の結果、天然資源の枯渇や不安定供給などの資源リスク、さらには⾃然破壊、
廃棄物⼤量発⽣などの問題がある。このため、経済と環境が両⽴する循環型社会が望まれている。

２）対応（解決へのアプローチ）
 本取組では１）の解決のため、ａ）資源確保や依存度低減技術の開発、ｂ）資源開発からリサイク
ルをつなぐ循環型サプライチェーンの構築、ｃ）技術開発に関わる研究分野の連携、を⽬指し分野
融合型産官学連携共同研究を実施する研究体制を構築する。（図３）

３）インパクト・影響の⼤きさ
 資源リスクからの脱却︓資源依存度の低減と資源確保による需給のベストミックスを実現。（図４）
 持続可能社会への転換︓資源循環に関わる新たな産業の創出と、開発された⾼性能材料・製品・シ
ステムによるグリーンイノベーションの加速。

 ⼈材育成︓循環型サプライチェーン全体を⾒渡せる広い視野をもった研究者の育成

【２．SDGsの課題設定やKPIを参考にした⽬標の設定】
 本取組の⽬標は、資源リスクを抱える我が国において、資源の有効活⽤に直結する。このため、
SDGs17の⽬標における⽬標12「つくる責任、使う責任」に直接的に貢献し、⽬標7「エネルギーをみ
んなに、そしてクリーンに」や、⽬標9「産業と技術⾰新の基盤をつくろう」にも寄与する。

【３．政府の掲げる社会課題への対応】
 本取組は、資源循環型サプライチェーンの構築を⽬指す取り組みで、政府が進めるポストコロナ社会、循環型社会の構築に貢献する。

【４．将来の社会や産業のあり⽅への⾰新的インパクト・影響の⼤きさなど】
 特定資源に依存しない技術の開発は、⾼性能材料や⾼効率デバイスを創出する。結果、関連基幹産業の発展や新規産業の創出を促し、
我が国の競争⼒を強化する。

 ⾼効率デバイスの開発はエネルギーの有効利⽤を実現し、グリーンイノベーションを加速する。
 得られた知⾒を、他の資源にも適⽤させて資源が循環する持続可能な社会の実現に貢献する。

■【連携の⽬的】社会的ニーズへの貢献について


